
平成 17年度教育情報共有化促進モデル事業連絡協議会（キックオフ会議）報告 
  
 日 時   平成 17年 7月 22日（金）１３：３０～１７：４５ 
 
 会 場   東京・虎ノ門パストラル 
 
 日 程   ①平成 17年度事業の概要説明 
       ②平成 15・16年度採択団体からの成果報告 
       ③採択団体とグループ分け紹介 
       ④指定団体からのプレゼンテーションおよび講評 
       ⑤事務連絡 
 
 参加報告  ①大阪府高等学校社会科（地歴・公民）研究会プレゼンテーション 
        パワーポイントシートを用いて、以下について発表した。 
 
       研究目標 

○Web上での教員等が有する教育情報の共有化と継続的な相互支援の 
 仕組みづくり（継続） 

 
       研究経緯 

○昨年度の教育情報共有化促進モデル事業の継続と残された課題への 
        取り組み 
       １画像コンテンツの充実（撮影・UP講習会など） 
       ２教材作成セミナーと公開授業（科目・地域別に） 
       ３購入図書の共有化仕組みづくり 
       ４著作権処理等のノウハウの拡充 
       ５人的ネットワークの拡大・強化 

 
       研究内容 
       ○画像コンテンツの充実・共有化の促進（目標 3000枚） 
        １検索方法の改良 
        ２授業への活用促進（公開授業の実施） 
        ３画像コンテンツの利用規定の整備 
       ○著作権（処理等のノウハウの拡充） 
        １学習会「学校現場における著作権について」 内田弘二氏 11月 
        ２著作権マニュアルの整備、充実 



        ３著作権フォーム利用実態研究 
       ○昨年度購入図書の共有化方法の研究 
 
       研究課題 

○相互支援の仕組みづくり←人的ネットワークの活用 
 １IT活用による授業方法の改善 
  ・教材撮影・UP講習会・教材作成セミナー（8月） 
  ・経験交流会（大阪の３地域・科目毎に実施） 
  ・国立・府立・市立・私立高校教員の連携促進 
 ２IT活用講演会（12月）の実施 

・ITを活用した授業（滋賀大 宮田教授） 
         ・IT活用授業実践報告（大阪府高校教員） 
       ◎今年もてんこ盛り  やりまっせ～！ 
 
       ②同一グループ校プレゼンテーションの概要 
        １沖縄県地歴公民科 
         研究目標「全ての教科でコンピュータや情報通信ネットワークを 

利用した授業を」 
         課題  人的交流と時間、著作権、継続的な HP管理とシステム化 
 
        ２山形県北村山メディア教育研究会 
         研究目標「地域映像コンテンツの学習活動への効果的活用の普及」 
         課題  指導に活かせる実践事例の収集、ITを活用して教科指導 

のできる教員の養成、コンテンツの修正 
 
       ③全体の感想・考察 
        事業概要の説明・「ｅ－教員キャンパス」の説明、前年度・前々年等の 
        成果報告を聞いている時は、えらい場違いな所に紛れ込んだ感があっ 

たが、お互いがプレゼンしていく中で、どこも同じような課題を持っ 
ており、そんな中で「大阪はかなり頑張ってるやないか」と安堵する 
とともに、「今年もてんこ盛り、やりまっせー！」とアピールできた 
ように思う。 

        地域的にも・科目的にも・校種的（国・府・市・私、高・大）にも、 
        さらには一般 NPOをも視野に入れた大阪府高等学校社会科研究会の 

教育情報共有化の取り組みの可能性と度量の大きさを痛感し、関わって 
いることに責任を感じた。 


